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研究・研修専門部会について 

 

１ 設置に至る背景・経過 

⑴ 令和５年度 

令和６年度の研修計画の検討にあたり、施設類型を越えた子どもに関わる関係

者で今後の乳幼児教育・保育に関わる人材育成のあり方を検討するため、推進協

議会会長及び両専門部会から選出された部会員で構成する合同部会を開催 

 

⑵ 令和６年度～ 

人材育成のあり方等を継続的に検討する機関として、新たに「研究・研修専門 

部会」を設置し、人材育成に有効な手法や研究・研修を進めるに相応しいテーマ

などについて検討を実施するために開催。部会員は、引き続き推進協議会会長及

び両専門部会から選出された部会員で構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（R５） 

 

 

 

 

 

 

 

（R６） 

 

 

 

 

 

（仮称）宇治市乳幼児教育・保育支援センター 

 
施設類型を越えたネットワークの構築 

（民間保育園・認定こども園、私立幼稚園、公立就学前施設、小学校、療育施設） 

保幼こ小連携 

〇行事の連携など顔の見える 

関係づくり 

〇育ちと学びをつなぐための 

カリキュラムの連携 

〇要配慮児の課題の共有 

研究・研修 

〇子どもたちの状況、課題に対応 

した研究、研修の企画・実施 

〇施設類型を越えた研究・研修・ 

交流の実施 

発達・子育ちの支援 

〇要配慮児の課題の共有 

〇園訪問支援 

〇府の専門機関、 

医療機関等との連携 

保幼こ小連携 

専門部会 

発達・子育ち 

支援専門部会 

合同部会 

保幼こ小連携 

専門部会 

発達・子育ち 

支援専門部会 

研究・研修 

専門部会 
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２  専門部会の運営について 

⑴ 次の理由により非公開とします。 

  ア 事例研究などで、特定の個人を匿名扱いにしたとしてもなお、発言者により

個人が特定されるおそれがあるため 

  イ 部会員の方に積極的にご意見や提案をいただくという専門部会の趣旨を踏

まえ、自由かつ率直な意見交換を確保するため 

 

＜参考＞ 

〇宇治市審議会等の会議の公開に関する指針（抜粋） 

第３ 審議会等の公開基準 

審議会等は法令、条例等の規定により会議が非公開とされている場合を除き、公開する

ものとする。ただし、次のいずれかに該当する場合は、会議の全部又は一部を公開しない

ことができる。 

⑴ 宇治市情報公開条例第６条各号の規定に該当する情報に関し、審議等をする場合 

⑵ 会議を公開することにより、公正、円滑な審議等が著しく阻害され、会議の目的が達

成されないと認められる場合 

 

〇宇治市情報公開条例（抜粋） 

 ・第６条第２号 

「特定の個人を識別することはできないが、公にすることにより、なお個人の権利利益

を害するおそれがあるもの」 

 ・第６条第４号 

「本市等の内部又はその相互間における審議、検討又は協議に関する情報であって、公

にすることにより、公正な意思形成に著しい支障が生ずるおそれのあるもの」 

 

⑵ 検討した事項については、取りまとめの上、協議会において報告することとな

るため、最終的には公開となります。 

 

 ⑶ 開催の様子を写真撮影し、ホームページ等で掲載することがあります。 

 

 ⑷ 会議録を作成するため会議内容を録音するとともに、会議録は協議会、専門部

会及び事務局で共有します。 
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４ 検討（来年度の研究・研修について） 

  次の＜検討をお願いしたい事項＞を中心に、それぞれの施設の運営状況や課題

に感じていることなどを踏まえ検討していただくとともに、園内で実施している

研究・研修内容についても教えていただきますようお願いします。 

 

＜検討をお願いしたい事項＞ 

【研究】 

 （１）テーマについて 

・どのテーマで研究を行うのがよいか など 

 

 （２）形式について 

・（１）で選んだテーマにはどの形式で研究を行うのがよいか など 

 

 （３）進め方について 

  ・個人チーム型・施設連携型の場合、何回程度集まって研究を行うのがよいか 

  ・個人チーム型の場合、どの程度の人数を集めて研究を行うのがよいか 

  ・施設連携型の場合、どの程度の施設数を集めて研究を行うのがよいか 

  ・どのような予算措置があれば、効率的・効果的に研究を進めることができるか 

  ・研究テーマ、研究形式に応じ、どの程度の成果を求めるか など 

   

 （４）その他 

 

 

【研修】 

 （１）テーマについて 

・どのテーマで研修を行うのがよいか など 

 

 （２）講師について 

  ・大学教授等、府幼児教育アドバイザー、市内施設の施設長 など 

 

 （３）形式・開催時期について 

  ・単発形式、テーマの固定・シリーズ化 

  ・どの時期に研修があると参加しやすいか など 

 

 （４）その他 
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「今後希望する研究・研修内容」の意見集約

区分 テーマ 人数

（年齢に合わせた）表現（製作・絵画・身体表現） 17

各施設の保育・授業参観 11

主体的な姿・主体性を持てる子どもになるには・主体的な遊びについて 8

素材・教材研究 6

環境構成 4

こどもへの関わり方、遊びからの学び、めざす子ども像 3

保育内容、幼児・児童の大切にしたい力・学び 2

保幼小をつなげる・子どもの期待感を高めるための取組・体験 22

スタートカリキュラム・アプローチカリキュラム 10

宇治市の教育・小学校へ向けて、どんな力が必要か 3

10の姿を小学校でどう伸ばすか、要録について 2

保護者対応・支援について 9

子どもの育ちや対応（イヤイヤ期や反抗期なども含む） 8

支援が必要な子どもへの支援の方法・集団生活について 5

切れ目のない支援のための連携・子どもの自己肯定感の高め方 3

昔の子どもと現在の子どもの特性の違い（苦手な事・得意な事） 2

支援を要する子どもも含めた学級づくり 1

〇研修希望テーマ

区分 テーマ 人数

子どもへの言葉かけ・アプローチ・関わり方 9

幼児、児童の主体的な学び・遊びについて 7

環境構成、子どもが興味・意欲をもつ姿 4

絵本について 3

教育と保育の違いについて、幼児期の子どもについて 2

保幼小のギャップをなくすための取組等・連携 30

10の姿をどのように引き継いでいるか 1

保護者支援・保護者対応（つなげ方・基準等） 12

支援を要する子どもへの関わり方 9

インクルーシブ教育・園での配慮の仕方・学級運営 4

発達支援の実践的な内容（ロールプレイを通した学び合い）

療育施設について知りたい・行きたい、ケース会議・ケース検討

子どもの発達について、グレーゾーンの子どもについて 2

発達相談等の専門的なシステムを理解できる研修 1

実技研修（造形、リトミック、表現遊び、絵本読み聞かせなど） 22

グループワーク（エピソードの共有含む） 18

公開保育・参観 12

他施設との交流、共同製作 5

療育施設について知りたい・行きたい、事例検討 3

〇研究希望テーマ

保幼こ小連携

研修方式など

教育・保育の
質向上

楽しいクラス運営の仕方やアイディア、園の安全対策、製作あそび、運
動あそび、領域に焦点を充てた研究、非認知能力

1

保幼こ小連携

発達・
子育ち支援

教育・保育の
質向上

アタッチメント（愛着の醸成）、子どもの育ちと小学校の教育課程、教
材を生かす環境づくり、食育、運動機能、乳児保育について

1

発達・
子育ち支援 3

資料１
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乳
幼

児
教

育
・

保
育

に
関

す
る

研
究

事
業

の
形

式
の

例
と

イ
メ

ー
ジ

実
施

自
治
体

形
式

〇
施

設
か

ら
推

薦
さ
れ
た
個
人
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
研
究

〇
施
設
単
独
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
望
む
分
野
を
研
究

〇
施
設
連
携
し
て
連
携
強
化
し
た
い
分
野
を
研
究

保
育

所
幼
稚
園

認
こ
園

小
学
校

↓
↓

↓
↓

個
人

個
人

個
人

個
人

全
体
へ
の

還
元
・
普

及
方
法
例

具
体
例

○
各
形
式
共
通

の
流

れ
（

案
）

 【
年
度
初

め
頃

～
１

月
頃

】
【
２
月
頃
】

【
３
月
頃
】

　
　
【
随
時
】

　
　

　
　

（
架
け
橋
期
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
、

（
研
究
発
表
会
な
ど
の
開
催
）

（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の

研
究
冊
子
な
ど
）

周
知
な
ど
）

セ
ン
タ
ー

　
京

都
市

：
子

ど
も
の
心
の
育
ち
、
保
幼
小
連
携
・
接
続
な
ど

　
大

阪
市

：
保

育
実
践
、
特
別
支
援
教
育
・
保
育
な
ど

　
伊
丹
市
：
保
育
環
境
、
遊
び
込
む
子
ど
も
の
育
成
な
ど

　
堺
市
　
：
人
と
関
わ
る
力
、
学
び
に
向
か
う
力
な
ど

　
宇
治
市
：
架
け
橋
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成

個
人
チ
ー
ム
型

施
設
単
独
型

施
設
連
携
型

イ
メ
ー
ジ

就
学
前
施
設

年
数

回
の
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究

会
を
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催
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研
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ー
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果
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の
作
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け
橋

期
の

カ
リ
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ラ
ム
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移
行
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シ
ー
ト
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成
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引
き
、

連
携

の
手

引
き

な
ど
)

○
協

働
研

修
会

で
の
研
究
発
表

○
成
果
物
の
作
成
(研

究
冊
子
な
ど
)

○
協
働
研
修
会
で
の
公
開
保
育
、
研
究
発
表
な
ど

○
成
果
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の
作
成
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け
橋
期
の
カ
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キ
ュ
ラ
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連
携
の
手
引
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ど
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会
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・
授
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公
開
、
研
究
発
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教
育
研
究
員
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度

乳
幼
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教
育
・
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進
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議
会
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専
門
部
会
）

研
究
指
定
校
・
全
日
本
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幼
稚
園
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究
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構
（
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）
な
ど

府
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リ
キ
ュ
ラ
ム
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

単
独
の
施
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を
指
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し
、

連
携
し
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研
究
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う

就
学
前
施
設

連
携
す
る

複
数

施
設

を
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定
し
、
連
携
し
て

研
究
を
行
う

小
学
校

研
究

成
果

物
の
提
出

研
究
内
容
の
報
告

情
報
発
信
・
周
知

資料２
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○予算措置（案） 

 

①個人チーム型の場合 

 研究会に参加する先生の属する施設に対し、１回あたり○○円の補助金を交付 

 

 

 

 

 

 

 

 ②施設単独型の場合 

１ 研究を行う施設に対し、研究委託料として○○円を支出 

 

 

 

 

  

 

２ 研究を行う施設に対し、必要に応じて物品等を提供 

 

 

 

 

 

 

 ③施設連携型の場合 

１ 研究を行う施設に対し、研究委託料として○○円を支出 

  

 

 

 

 

 

２ 研究を行う施設に対し、必要に応じて物品等を提供 

 

 

民間保育施設 

私立幼稚園 
宇治市 

補助金交付 

研修会参加 

民間保育施設 

私立幼稚園 
宇治市 

研究委託料 

成果物の提出 

就学前施設 宇治市 

物品等の提供 

成果物の提出 

宇治市 

物品等の提供 

成果物の提出 小学校 

就学前施設 

宇治市 

研究委託料 

成果物の提出 
私立幼稚園 

民間保育施設 

＜使用目的の例＞ 
講師謝礼、旅費、消耗品費、 
印刷製本費、会場使用料など 

＜提供の例＞ 
消耗品、切手、 
備品・図書の貸出など 

＜交付目的＞ 
代替職員を雇用するために新たに 
要する経費として交付 
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令和５年度乳幼児教育・保育推進事業 研修一覧 
※グループワーク実施の場合：○ 

No. 区分 テーマ・研修内容 
GW 
※ 

講師 月日 

1 

☆新規乳幼児教育・保育協働

研修会(センター研修) 

「乳幼児期にはぐくみたい力(非認知能力の育成)」「自立
心やその芽生えに関するエピソードについて学び合う」
講義や意見交流を通して、乳幼児期にはぐくみたい力を
共有する 
【エピソード研修・講演】 

○ 京都教育大学幼児教育科 

准教授 佐川 早季子 氏 7/25 

2 

「保護者対応～どう寄り添いますか～」講義やロールプ
レイを通して、保護者に対する支援の仕方や相談の進め
方について学ぶ 
【講義・ワークショップ】 

〇 宇治福祉園 

理事 海老原 弘行 氏 9/7 

3 

「保育者や教員に必要な力について学び合う」 
～新聞紙ワークで頭と心をほぐそう!!～講義やワークシ
ョップ等を通して、保育者や教員に必要な力について学
び合う。 
【講義・ワークショップ】 

○ 大谷大学附属大谷幼稚園 

園長 竹田 ひとみ 氏 9/26 

4 

「公立保育所の公開保育から学び合う」公開保育とその
後の意見交流等を通して、子どもの主体性をはぐくむ環
境構成や保育者の関わり方について学ぶ 
【公開保育】 

○ 
京都府幼児教育センター 

幼児教育アドバイザー 

大橋 美智子 氏 
12/15 

5 

保幼こ小合同研修講座 
(教育部) 
※公立幼・小 
 全園・校参加 

 

 

「自ら学ぶ楽しさをつなぐ～小学校教員が幼児教育を学
んで考えたこと～」令和 4年度京都府現職教員長期研究
生の実践や意見交流等を通して、育ちと学びをつなぐ必
要性について学ぶ 
【実践発表】 

○ 

木幡小学校教諭 

中尾 佳那 先生 

幼児教育アドバイザー 

狩野 理恵子 氏 

7/4 

6 

「幼小連携・接続実践報告から学び合う」宇治市教育研

究員(幼小接続研究部会)の実践報告や施設類型を越えた

意見交流等を通して、育ちと学びをつなぐ必要性や日々

の教育・保育実践に活かす具体的な視点を学び合う 

【実践発表】 

○ 
京都府幼児教育センター 

幼児教育スーパーバイザー 

古賀 松香 氏 
2/22 

7 

早期療育ネットワーク会議 

研修会・講演会 
(福祉こども部) 

「発達面で支援が必要な子どもとその保護者に対する就
学前のフォローシステム」宇治市のフォローシステムに
ついて学ぶ 
【講演・グループ協議】 

○ 保健推進課発達相談員 

学校教育課指導主事 

8/10 

8 10/23 

9 11/7 

10 
「幼児期に発達障害が疑われる子どもたちと保護者への

支援」発達障害の理解、発達障害への対応や保護者への

フォローについて学ぶ【講演】 

 
京都府立こども発達支援センター

小児科医師 青山 三智子 氏 12/7 

11 
「事例から学び合う」療育施設等の先生の困りごと、疑

問点を通して、解決策を議論することを目的とする 

【事例検討】 
○ 京都府立大学公共政策学部教授 

服部 敬子 氏 2/27 

※合計 11研修 

資料３ 
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令
和

6
年

度
　

宇
治

市
乳

幼
児

教
育

・
保

育
協

働
研

修
　

年
間

予
定

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

令
和

6
年

1
1
月

2
9
日

現
在

初 任
中 堅

充 実
管 理

①
1

5
/
2
8
(
火

)
終

了
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

・
講

演

「
非

認
知

能
力

の
育

ち
に

つ
な

が
る

ア
タ

ッ
チ

メ
ン

ト
（

愛
着

）
」

「
子

ど
も

か
ら

学
ん

だ
こ

と
」

を
キ

ー
ワ

ー
ド

に
エ

ピ
ソ

ー
ド

を
語

り
合

う
と

と
も

に
、

か
け

が
え

の
な

い
存

在
で

あ
る

子
ど

も
の

ア
タ

ッ
チ

メ
ン

ト
（

愛
着

）
に

つ
い

て
学

び
合

う
。

○
◎

○
○

佐
川

　
早

季
子

京
都

教
育

大
学

 教
育

学
部

 
幼

児
教

育
科

准
教

授

③
2

6
/
6
(
木

)
終

了
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

「
保

護
者

の
気

持
ち

に
寄

り
添

う
相

談
」

子
ど

も
の

困
っ

て
い

る
姿

に
気

付
き

、
支

え
、

つ
な

ぐ
た

め
に

、
多

様
な

保
護

者
と

接
し

て
い

る
発

達
相

談
員

を
囲

ん
で

互
い

の
悩

み
等

を
語

り
合

い
、

1
学

期
の

懇
談

等
に

活
か

せ
る

よ
う

に
学

び
合

う
。

○
◎

◎
○

保
健

推
進

課
発

達
相

談
員

③
3

7
/
1
6
(
火

)
終

了
講

演
・

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク

「
宇

治
市

の
フ

ォ
ロ

ー
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
学

ぶ
」

発
達

面
で

支
援

が
必

要
な

子
ど

も
と

そ
の

保
護

者
に

対
す

る
就

学
前

の
フ

ォ
ロ

ー
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
学

び
合

う
。

◎
〇

〇
〇

保
健

推
進

課
発

達
相

談
員

①
4
7
/
2
2
(
月

）
終

了
実

技
研

修
「

創
造

的
な

表
現

活
動

」
保

育
者

・
教

師
自

ら
が

、
五

感
や

気
持

ち
、

素
材

、
道

具
を

大
切

に
し

た
創

造
的

な
表

現
活

動
を

体
験

す
る

。
◎

◎
○

○
津

田
　

純
佳

府
幼

児
教

育
ア

ド
バ

イ
ザ

ー

②
5

7
/
3
0
(
火

)
終

了
演

習
「

保
育

要
録

・
指

導
要

録
の

書
き

方
と

活
用

の
仕

方
」

具
体

的
な

記
入

例
や

活
用

例
を

通
し

て
、

伝
わ

る
・

活
か

せ
る

要
録

を
目

指
し

て
学

び
合

う
。

◎
◎

◎
○

天
花

寺
　

裕
学

校
教

育
課

副
課

長
(
指

導
主

事
)

③
6

8
/
2
3
(
金

)
終

了
講

演
「

5
歳

ご
ろ

の
子

ど
も

の
発

達
と

集
団

づ
く

り
」

５
歳

児
ご

ろ
の

発
達

の
特

徴
や

集
団

の
中

で
育

つ
子

ど
も

の
姿

に
つ

い
て

学
ぶ

。
◎

◎
◎

◎
服

部
 
敬

子
京

都
府

立
大

学
 
教

授

①
7

9
/
2
(
月

)
終

了
実

技
研

修
「

身
体

表
現

遊
び

」
明

日
す

ぐ
に

子
ど

も
と

遊
ん

で
み

た
く

な
る

、
身

体
表

現
遊

び
を

体
験

す
る

。
◎

◎
○

○
本

山
　

益
子

府
幼

児
教

育
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
京

都
文

教
大

学
 こ

ど
も

教
育

学
部

 
教

授

①
8
1
0
/
2
4
(
木

)
終

了
講

演
「

絵
本

で
は

ぐ
く

む
子

ど
も

の
感

性
」

子
ど

も
の

言
語

力
、

感
性

、
文

脈
理

解
等

を
発

達
さ

せ
、

豊
か

な
人

格
形

成
を

も
た

ら
す

絵
本

に
つ

い
て

学
び

合
い

、
保

育
実

践
に

活
か

す
。

◎
◎

◎
○

西
村

　
惠

里
香

東
宇

治
図

書
館

主
任
(図

書
館
司
書
・
絵
本
専
門
士
)

②
9
1
1
/
1
2
(
火

)
終

了
公

開
授

業
（
南
部
小
学
校
）

「
授

業
を

観
て

学
ぼ

う
」

公
開

授
業

と
そ

の
後

の
協

議
等

を
通

し
て

、
学

び
合

う
。

○
◎

◎
○

小
西

　
菜

穂
子

京
都

府
山

城
教

育
局

指
導

主
事

①
1
0
1
1
/
2
7
(
水

)
終

了
公

開
保

育
（
東
宇
治
幼
稚
園
）

「
保

育
を

観
て

学
ぼ

う
」

【
京

都
教

育
大

学
協

働
研

修
と

合
同

】
公

開
保

育
と

そ
の

後
の

協
議

等
を

通
し

て
、

学
び

合
う

。
◎

◎
○

○
古

賀
　

松
香

京
都

教
育

大
学

 教
育

学
部

 
幼

児
教

育
科

教
授

①
1
1

1
2
/
1
9

(
木

)
公

開
保

育
（
明
星
っ
子
こ
ど
も
園
）

「
保

育
を

観
て

学
ぼ

う
」

公
開

保
育

と
そ

の
後

の
協

議
を

通
し

て
、

学
び

合
う

。
◎

◎
○

○
髙

倉
 
明

子
明

星
っ

子
こ

ど
も

園
 
副

園
長

①
1
2

1
/
2
1

(
火

)
公

開
保

育
（
こ
ざ
く
ら
幼
稚
園
）

「
保

育
を

観
て

学
ぼ

う
」

　
【
E
C
E
Q
®

と
合

同
】

公
開

保
育

と
そ

の
後

の
協

議
等

を
通

し
て

、
学

び
合

う
。

◎
◎

○
○

未
定

②
1
3

2
/
2
1

(
金

)
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

等

「
幼

児
教

育
と

小
学

校
教

育
の

接
続

期
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
」

実
践

報
告

・
講

演
・

グ
ル

ー
プ

協
議

を
通

し
て

、
教

育
・

保
育

の
充

実
に

つ
な

が
る

た
め

の
活

用
で

き
る

接
続

期
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

つ
い

て
学

び
合

う
。

-
◎

◎
◎

古
賀

　
松

香
京

都
教

育
大

学
 教

育
学

部
 
幼

児
教

育
科

教
授

③
1
4

3
月

頃
(
予

定
)

③
発

達
「

（
仮

）
発

達
・

子
育

ち
支

援
に

つ
い

て
」

【
検

討
中

】

対
象

者
の

目
安

と
な

る
時

期
等

　
初

任
期

(
1
～

6
年

)
・

中
堅

期
(
7
～

1
5
年

)
・

充
実

期
(
1
6
年

以
降

～
)
・

管
理

職
（

あ
く

ま
で

目
安

で
当

該
時

期
以

外
の

方
も

受
講

は
可

能
で

す
）

分
野

:
①

教
育

・
保

育
の

質
向

上
　

②
保

幼
こ

小
連

携
　

③
発

達
・

子
育

ち
支

援
　

　

分
野

N
o
.

月
日

(
予

定
)

形
式

テ
ー

マ
・

内
容

対
象

者
の

目
安

講
師
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公 民 公 私

1 5/28

●教育・保育の質向上

非認知能力の育ちにつながるアタッチメ

ント(愛着)

佐川　早季子

　京都教育大学 教育学部

　　幼児教育科 准教授

34 4 13 5 2 6 4

2 6/6
◇発達・子育ち支援

保護者の気持ちに寄り添う相談

保健推進課

　発達相談員
26 2 11 4 3 4 2

3 7/16
◇発達・子育ち支援

宇治市のフォローシステムについて

保健推進課

　発達相談員
24 5 11 2 2 1 3

4 7/22

●教育・保育の質向上

【実技研修】

　創造的な表現活動

津田　純佳

　府幼児教育アドバイザー
21 3 10 3 1 3 1

5 7/30

〇保幼こ小連携

保育要録・指導要録の書き方と活用の

仕方

天花寺　裕

　学校教育課 副課長

　(指導主事)

61 7 21 5 7 21 0

6 8/23
◇発達・子育ち支援

５歳ごろの子どもの発達と集団づくり

服部 敬子

　京都府立大学 教授
31 4 9 5 4 1 8

7 9/2

●教育・保育の質向上

【実技研修】

　身体表現遊び

本山　益子

　府幼児教育アドバイザー

　京都文教大学

　こども教育学部 教授

14 2 6 2 1 1 2

8 10/24
●教育・保育の質向上

絵本ではぐくむ子どもの感性

西村　惠里香

  東宇治図書館  主任

(図書館司書・絵本専門士)

16 2 8 3 0 3 0

9 11/12

〇保幼こ小連携

【公開授業】

「授業を見て学ぼう」(南部小学校)

小西　菜穂子

  京都府山城教育局 指導主事
33 1 9 4 2 17 0

260 30 98 33 22 57 20

小

療

育

他

合計

No 月日 テーマ・研修内容 講師
参加

人数
保・こ 幼

○R6 研修参加状況について（令和６年１１月１２日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(参考) R5 研修参加状況（令和６年同時期まで） 

 

 

公 民 公 私

1 7/4
〇保幼こ小連携
幼児教育を学んだ小学校教諭の実践発表

中尾 佳那　　小学校教諭

狩野 理恵子

京都府幼児教育アドバイザー

75 7 25 9 7 20 7

2 7/25
●教育・保育の質向上

非認知能力の育成・【事例研究】

佐川　早季子

　京都教育大学 教育学部

　　幼児教育科 准教授

30 2 7 10 3 5 3

3 8/10
◇発達・子育ち支援

宇治市のフォローシステムについて

保健推進課　発達相談員

学校教育課　指導主事
28 7 10 0 7 3 1

4 9/7
◇発達・子育ち支援

保護者対応

海老原 弘行

　宇治福祉園　理事
44 0 9 10 5 14 6

5 9/26

●教育・保育の質向上

【実技研修】

　新聞紙ワーク

竹田 ひとみ

大谷大学附属大谷幼稚園長
21 1 2 5 3 7 3

6 10/23
◇発達・子育ち支援

宇治市のフォローシステムについて

保健推進課　発達相談員

学校教育課　指導主事
14 4 2 1 1 3 3

7 11/7
◇発達・子育ち支援

宇治市のフォローシステムについて

保健推進課　発達相談員

学校教育課　指導主事
23 7 7 0 2 3 4

235 28 62 35 28 55 27

小

療

育

他

合計

No 月日 テーマ・研修内容 講師
参加

人数
保・こ 幼
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植
物
に
触
れ
合
う
機
会
の
多
い
子

ど
も
た
ち
に
対
し
伝
え
や
す
い

 

  

                           

基
本
理
念

 

縦
・
横
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

す
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
伝
わ
る

 

子
ど
も
の
成
長
の
イ
メ
ー
ジ
を

持
ち
や
す
い

 

「
妊
産
婦
か
ら
小
中
学
校
へ
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
て
る

 

幼
児
教
育
の
「
生
き
る
力
の
基

礎
」
と
な
る
部
分
を
育
て
て
い

る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
合
う

 

子
ど
も
の
成
長
を
周
り
の
人
た

ち
と
と
も
に
生
き
な
が
ら
、
育

ん
で
い
く
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

 

乳
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
の
基
本
理
念
（
案
）

 

得
手
不
得
手
、
難
し
さ
を

含
め
て
「
同
じ
じ
ゃ
な
く
て

い
い
」
と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
る

 

○
解
説

 

乳
幼
児
期
は
、
子
ど
も
た
ち
が
生
涯
に
わ
た
る
人
間
形
成
の
基
礎
が
培
わ
れ
る
極
め
て
重
要
な
時
期
で
す
。
全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
将
来
に
夢
と
希
望
を
持
っ
て
、
健
や
か
に
育
ち
、
輝
け
る
よ
う
、
以
下
の
と
お
り
乳
幼

児
期
の
教
育
・保
育
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
 

基
本
理
念

 
「と
も
に
生
き
て
」 

「と
も
に
育
つ
」 

「み
ん
な
が
つ
な
が
る
」
 

考
え
方

 

 
動
植
物
な
ど
他
の
生
命
体
と
も
響
き
合
い
な
が
ら
、
子
ど
も
が

現
在
（
い
ま
）
を
“
生
き
活
き
”
と
生
き
て
い
く
た
め
の
乳
幼
児
教

育
・保
育
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。
 

 
子
ど
も
の
成
長
は
一
人
ひ
と
り
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
か
ら
、

保
護
者
が
子
ど
も
の
個
性
や
発
達
状
況
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、
保
護
者
自
身
も
成
長
す
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
同
士
が
育
ち
合
う
と
い
う
視
点
も
大
事
に
し
な
が
ら
、
乳

幼
児
教
育
・
保
育
に
携
わ
る
職
員
も
質
の
高
い
教
育
・
保
育
を
提

供
す
る
た
め
の
研
鑽
に
努
め
ま
す
。
 

子
ど
も
の
望
み
を
尊
重
し
な
が
ら
も
、
必
要
な
時
に
は
い
つ
で

も
支
援
で
き
る
よ
う
、
全
て
の
就
学
前
施
設
や
小
学
校
を
は
じ

め
、
専
門
機
関
や
関
係
機
関
な
ど
、
子
ど
も
の
成
長
に
関
わ
る
機

関
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。
 

セ
ン
タ
ー
で

取
り
組
む

 

具
体
的
施
策

 

「
研
究
・
研
修
」
…
非
認
知
能
力
、
環
境
構
成
を
テ
ー
マ
と
す
る
研

究
・研
修
、
公
開
保
育
な
ど

 

「
研
究
・
研
修
」
…
保
護
者
対
応
、
発
達
を
テ
ー
マ
と
す
る
研
修
、

公
開
保
育
な
ど

 

「発
達
・子
育
ち
支
援
」…
移
行
支
援
シ
ー
ト
の
有
効
活
用

 

「
研
究
・
研
修
」
…
保
幼
こ
小
連
携
を
テ
ー
マ
と
す
る
研
修
、
公
開

授
業
な
ど

 

「
保
幼
こ
小
連
携
」
…
（
仮
称
）
架
け
橋
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
取
組
、
保

育
要
録
・指
導
要
録
の
有
効
活
用

 

「発
達
・子
育
ち
支
援
」…
専
門
職
に
よ
る
園
訪
問
支
援

 

 他
の
生
命
と
も
響
き
合
っ
て
い
る

 

令
和
６
年
度
第
２
回
乳
幼
児
教
育
・
保
育
推
進
協
議
会
に
お
い
て
、
 

次
の
案
に
置
き
換
え
、
第
３
回
に
向
け
て
「
○
解
説
」
部
分
の
 

見
直
し
を
図
る
こ
と
を
決
定
 

見
直
し
検
討
中
 

資料４ 
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令和６年度第３回 発達・子育ち支援専門部会 

「（３）次年度の研究・研修について」 主な意見 

 

 

＜研究＞ 

○担任の先生が他自治体のように年８～１０回程度集まって研究に参加するの

は園の体制を考慮すると現実的に難しい 

○保育施設の場合、１９時頃まで保育をしているので、時間的にも集まりにくい 

○研究には事前の準備に多くの時間を要するなど、相当な労力が必要 

○専門部会のように施設類型を越えて話し合うことで、お互いの保育を少しで

も知り合うことができたので、研究が施設類型を越えた取組であれば意味が

ある 

○研修を兼ねた実践研究の方が取り組みやすい 

○公開保育を行い、その振り返りを実践研究とするなど最初はハードルの低い

ところからスタートする方がよい 

○公開保育の実践研究内容を学会などに提案して、その中身を成果物とする取   

 組 

○これまで宇治市の乳幼児教育・保育に関わっている大学の先生にも協力して

いただき、情報共有や事例の提供を通じて研究テーマを紹介していただく 

 

 

＜研修＞ 

○療育や障害には該当しないものの、どの施設にも身体の育ちが遅い子どもが

多くいるので、身体の育ちをテーマとする研修 

○各年齢に応じた子どもの発達と障害の特性を兼ね合わせた内容の研修 

○年齢別の子どもの何気ないシーンを動画で撮影し、その動画を観て意見交換

をするような研修（取組） 

資料５ 
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